
市税
24 億 980万円（10.4%）

市税
24 億 980万円（10.4%）

繰越金
6 億 6,447 万円

　　　　　　　（2.9%）

繰越金
6 億 6,447 万円

　　　　　　　（2.9%）
諸収入

2 億 8,794 万円（1.2%）
諸収入

2 億 8,794 万円（1.2%）

県支出金
10 億 9,158 万円（4.7%）
県支出金
10 億 9,158 万円（4.7%）

地方交付税
88 億 3,267 万円（38.0%）
地方交付税
88 億 3,267 万円（38.0%）

使用料及び手数料
2 億 6,246 万円（1.1%）
使用料及び手数料

2 億 6,246 万円（1.1%）
国庫支出金
31 億 364万円
　　　　　　（13.3%）

国庫支出金
31 億 364万円
　　　　　　（13.3%）

市債
33 億 3,140 万円
　　　　（14.3%）

市債
33 億 3,140 万円
　　　　（14.3%）

交付金等
12 億 6,504 万円（5.2%）
交付金等
12 億 6,504 万円（5.2%）

その他
20 億 254万円（8.6%）

その他
20 億 254万円（8.6%）

災害復旧費
3 億 3,496 万円（1.5%）
災害復旧費
3 億 3,496 万円（1.5%）

民生費
71 億 87万円

　　　　（31.3%）

民生費
71 億 87万円

　　　　（31.3%）

総務費
30 億 4,666 万円

　　　　　　（13.4%）

総務費
30 億 4,666 万円

　　　　　　（13.4%）
教育費
30 億 2,632 万円
　　　　　　（13.3%）

教育費
30 億 2,632 万円
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議会費
1 億 3,833 万円（0.6%）

議会費
1 億 3,833 万円（0.6%）

衛生費
27 億 3,381 万円

（12.1%）

衛生費
27 億 3,381 万円

（12.1%）
農林水産業費
7 億 9,428 万円（3.5%）

農林水産業費
7 億 9,428 万円（3.5%）

商工費
8 億 5,855 万円（3.8%）
商工費
8 億 5,855 万円（3.8%）

土木費
11 億 2,508 万円（5.0％）
土木費
11 億 2,508 万円（5.0％）

消防費
11 億 2,098 万円（4.9%）
消防費
11 億 2,098 万円（4.9%）

公債費
23 億 9,749 万円（10.6%）
公債費
23 億 9,749 万円（10.6%）

歳 出
226 億
7,733万円

歳 入
232 億
6,775万円

（前年対比：約 7.6％増）（前年対比：約 7.0%増）

分担金及び負担金
7,551 万円（0.3%）
分担金及び負担金
7,551 万円（0.3%）国

費
・
県
費
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市税等（24.5%）
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使用料及び手数料

2 億 6,246 万円（1.1%）
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226 億
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232 億
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分担金及び負担金
7,551 万円（0.3%）
分担金及び負担金
7,551 万円（0.3%）国

費
・
県
費

等（75.5%）

市税等（24.5%）

 【一般会計　歳入】

 【一般会計　歳出】

会　計　名 歳　入 歳　出 差引額
住宅新築資金等貸付事業 1,905 万円 2 億 3,918 万円 △ 2 億 2,013 万円
霊苑事業 2,005 万円 1,469 万円 536 万円
国民健康保険事業（事業勘定） 34 億 9,754 万円 34 億 7,612 万円 2,142 万円
　　〃　　　（診療施設勘定） 6,392 万円 6,135 万円 257 万円
介護保険事業 42 億 348 万円 40 億 8,784 万円 1 億 1,564 万円
後期高齢者医療事業 6 億 9,720 万円 6 億 9,543 万円 177 万円

特別会計合計
（　）は前年度決算額

85 億 124 万円
(90 億 8,073 万円 )

85 億 7,461 万円
（91 億 1,078 万円

▲ 7,337 万円
( ▲ 3,005 万円 )

収益 10 億 6,243 万円 費用 10 億 7,456 万円

営 業 収 益 5 億 7,702 万円
営 業 費 用 10 億 689 万円

給 与 費 8,932 万円
県水受水費 1 億 8,041 万円

給水収益 5 億 6,648 万円 減価償却費 5 億 3,422 万円
そ の 他 1,054 万円 そ の 他 2 億 294 万円

営業外収益 4 億 7,866 万円 営業外費用 3,813 万円
特 別 利 益 675 万円 特 別 損 失 2,954 万円

収益 39 億 3,347 万円 費用 44 億 6,564 万円

医業収益 33 億 4,644 万円

医業費用 42 億 5,821 万円
給与費 26 億 1,383 万円
材料費 5 億 1,789 万円
経費 7 億 8,992 万円

入院収益 21 億 2,737 万円 減価償却費 3 億 2,614 万円
外来収益 10 億 5,092 万円 資産減耗費 248 万円
その他 1 億 6,815 万円 研究研修費等 795 万円

医業外収益 5 億 8,568 万円 医業外費用 2 億 428 万円
特別利益 135 万円 特別損失 315 万円

収益 4 億 5,456 万円 費用 5 億 4,026 万円

事業収益 4 億 2,945 万円
事業費用 5 億 2,120 万円

給与費  3 億 6,713 万円
材料費 3,560 万円

介護報酬収益 3 億 6,509 万円 経費等 9,853 万円
施設利用料収益 6,389 万円 減価償却費 1,976 万円
その他 47 万円 資産減耗費 18 万円

事業外収益 2,508 万円 事業外費用 1,848 万円
特別利益 3 万円 特別損失 58 万円

収益 2,330 万円 費用 4,350 万円

営業外収益 2,270 万円
営業費用 4,152 万円

美榛苑経営費 59 万円
減価償却費 4,093 万円

一般会計補助金 44 万円 営業外費用 176 万円
指定管理者納付金 2,000 万円 支払利息等 32 万円
雑収益等 226 万円 雑支出 144 万円

特別利益 60 万円 特別損失 22 万円

令和６年度の給水件数は 10,684 件で、年間有収水量は
2,269,789㎡でした。水道未普及地域解消事業を菟田野大神・
入谷地区、大宇陀本郷地区で行いました。また、檜牧配水池
系統の給水区域の県営水道への転換事業が完了しました。収
支差引は 1,213 万円の赤字決算でした。令和 7 年度から奈
良県広域水道企業団へ引き継がれるため、令和 6 年度をもっ
て特別会計を廃止しました。

 水道事業 ( 令和 7 年度から奈良県広域水道事業団へ引き継ぐ )

平成 22 年 10 月１日より指定管理者により経営しています。
収支差引は指定管理者からの納付金と一般会計からの補助金
を受けましたが、2,020 万円の赤字決算でした。なお、令和
6 年度をもって特別会計を廃止し、令和 7 年度から一般会計
に移行しています（指定管理による経営に変わりはありません）。

 美榛苑事業 ( 令和 7 年度から一般会計へ移行 )

令和６年度の入院患者数は、延べ 47,291 人（１日平均 130
人）、外来患者数は延べ 95,226 人（１日平均 392 人）でした。
医業収益は前年度より約 3 億円増でしたが、物価高騰の影響
などにより収支差引は 5 億 3,217 万円の赤字決算でした。

 市立病院事業

令和６年度の入所者数（短期入所者を含む）は延べ 26,934
人（１日平均 73.8 人）、通所者数は延べ 4,038 人（１日平
均 15.7 人）でした。
利用者が増えたことにより収益は前年度より５千万円を超え
る増となりましたが、物価高騰の影響などにより収支差引は
8,570 万円の赤字決算でした。

 介護老人保健施設事業
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収益 7 億 4,968 万円 費用 7 億 3,395 万円

営業収益 2 億 4,544 万円
営業費用 6 億 9,421 万円

給与費 1,887 万円
維持管理経費 1 億 6,716 万円

下水道使用料 2 億 1,321 万円 減価償却費 4 億 8,926 万円
その他 3,223 万円 その他 1,892 万円

営業外収益 5 億 424 万円 営業外費用 3,973 万円
特別損失 1 万円

令和６年度の年間有収水量は 1,643,787㎡でした。建設改
良事業として榛原中継ポンプ場の実施設計等を行い、また、
下水道ストックマネジメント計画に基づき、榛原天満台地区
管渠更生工事およびマンホール蓋更新工事を行いました。
また、収支差引は 1,573 万円の黒字決算でした。

 下水道事業

公営企業は、民間企業のように利用料金等を財源に、公共の利益を目的に経営する事業で、令和６年度において
市では次の５つの公営企業会計を運営していました。

歳出では、公債費などが減
少したものの、物価高騰等
により人件費や物件費が増
加しました。民生費、商工
費、教育費などが増加した
ことにより、前年度決算額
に比べて約 7.6％の増とな
る 226 億 7,733 万円とな
りました。

歳入では国庫支出金や地方
交付税などの増加により、前
年度決算額に比べて約 7.0％
（15 億 1,827 万円）の増と
なる 232億 6,775 万円とな
りました。市税等の自主財
源の割合は前年度と比べて
0.8 ポイント減の 24.5％、
国費・県費等の財源の割合
は 75.5％となりました。

財政状況報告

令和６年度の宇陀市の決算がまとまり、９月の議会定例会で承認されました。
一般会計決算では歳入歳出差引 5億 9,042 万円となり、翌年度に繰り越すべき
財源 801万円を除いた実質収支額は 5 億 8,241 万円の黒字となりました。

令和 6 年度
決算

問財政課（☎ 82・1305 ／ IP ☎ 88・9071）財政課（☎ 82・1305 ／ IP ☎ 88・9071）））

宇陀市の決算と財政状況報告
ID 0019296
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利用者が安心して利用できるよう、榛原斎場に
おいて長寿命化を目的とした大規模改修を行い
ました。令和 6 年度は主に火葬炉の一部改修、
屋上防水、トイレの改修工事を行いました。

決算額
  1 億 3,193 万円

施設の利用促進を図るため、新たに自主学習ス
ペースを整備し、大ホールを利用実態に合わせ
た適正規模への改修を行いました。

榛
原
総
合
セ
ン
タ
ー

�

利
用
促
進
事
業

決算額
  1 億 2,098 万円

榛
原
斎
場
等
維
持
修
繕
工
事

※ R6 年度県平均値は、
　作成時点で未公表

サンクショッピングセンターの空き店舗活用と併
せて、健康福祉部の中央保健センター、医療介護
あんしんセンターの機能集約を図り、健康づくり
や認知症・介護予防・日常生活の困りごとの相談
拠点として施設の再編を行いました。

保
健
福
祉
施
設
再
編
事
業

決算額
  8,734 万円

市の将来を担う子どもたちが健やかに成長でき
るために安全で安心な学校給食を提供するため、
老朽化している学校給食センターの建替えを行
いました。令和 3 年度より事業を開始し、令和
6 年度に完了しました。

決算額
 14 億 6,282 万円 新

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
　
　（
令
和
6
年
度
実
施
分
）

市内小中学校の特別教室は未だ空調未設置の教
室が残っており、近年の気温上昇によって熱中
症の可能性が高くなっているため、空調を設置
し児童生徒の学習環境の改善を行いました。

小
中
学
校
特
別
教
室

�

空
調
機
器
設
置
事
業

決算額
  3,846 万円

行政情報や災害情報を住民に漏れなく効果的に
届け、住民満足度の向上を目的として、市ホー
ムページの更新を行いました。

ホ
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ニ
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業

決算額
  1,663 万円

宇
わ が 家

陀市の家計の状況は？
ー宇陀市のー宇陀市の令和 6 年度令和 6 年度財政状況ー

健全な財政かを判断する指標

借入金の返済により、歳入にどれだけ負荷をかけているか、
また、借入金残高が歳入に対して多すぎないかを、2つの比率から判断できます。

※ともに数値が大きくなるほど負担が大きいことを示します

１
実質公債費比率
返済額の負担度合いを示しています。家計
に置き換えると、この比率が大きいほどロー
ンの返済に困っていることになります。

2
将来負担比率
負債の規模を示しています。家計に置き換
えると、この比率が大きいほど家計が苦し
い状況が長く続くことがわかります。

令和元年度

14.4％
令和 6年度

10.4％
（財政重症警報が出た令和元年度と比較）

124.7％ ▶ 77.6％

　市税、普通交付税など経常的
な収入のうち、人件費や物件費、
扶助費、公債費等の行政サービ
スを維持するために通常必要な
経費へ充てた割合を示します。
　この比率が高くなるほど、公
共施設の整備など投資的な経費
に充てるお金が少なくなり、財
政にゆとりがなくなります。

　令和 6年度では学校給食セン
ター建設事業や榛原こども園建
設事業などの事業により増加し
ています。
　今後も辺地対策事業債や過疎
対策事業債等の交付税措置率の
高い有利な起債を優先的に活用
し、市の負担を最大限に抑制し
ていきます。

　普通会計の基金残高は 40 億
円台を維持しています。
　市の主な貯金にあたる財政調
整基金は、災害等による臨時的
な支出の増加や、経済不況等に
よる税収の減少等への備えとし
て積み立てている基金であり、
令和６年度末の残高は 18 億
3,260 万円でした。
　今後も安定的な財政運営のた
め、適切な基金管理に努めてい
きます。

R1財政重症警報

R3財政重症警報解除

令和元年度 令和 6年度

（財政重症警報が出た令和元年度と比較）

▶

R3財政重症警報解除
R1財政重症警報

R3財政重症警報解除

R1財政重症警報
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施設予約システムが
� 生まれ変わります

施設予約システムをご利用の皆さんへ

問秘書広報情報課（☎ 82・3912 ／ IP ☎ 88・9083）

新システムの稼働時期については、決まり
次第、広報うだ・市ホームページ・SNS・
安全安心メールにてお知らせします！
　公共施設予約・照会について、現行のシステムから奈良県が運営する情報連携基盤「奈
良スーパーアプリ」へ変更されます。
　また、「奈良スーパーアプリ」を利用して予約を行う場合には、新たにスーパーアプリの
アカウント作成・施設の利用者登録が必要です。

利用の流れ
●まずアカウントの作成・利用者登録が必要です。利用者登録は任意の 1 施設
にて登録いただければその後別施設での登録は不要です。下記ページに掲載のア
ドレスから作成・登録をお願いします。
●登録には氏名・住所がわかる本人確認書類およびメールアドレスが必要です。

●インターネットにつながるご自宅のパソコンやスマートフォンで、下記ペー
ジに掲載のアドレス・QR コードより施設の空き状況の照会や仮予約をしてくだ
さい。宇陀市の施設については「一般利用」での予約
をお願いします。施設の仮予約後、「職員による審査の
のち本予約になります」との表示が出ましたら、7 日
以内に所定の窓口まで本予約申請および利用料金のお
支払いにお越しください。

●左ページ掲載の窓口にて本予約申請の手続きを行ってください。
　※使用料の減免申請および使用料の納付方法については、各本予約申請窓口に
　　お問い合わせください
●手続き完了後、施設の利用許可書を発行します。

スーパーアプリの予約は仮予約です。仮予約を行った日を含めて 7 日以内に窓口
で本予約申請を行ってください。

●施設の利用許可書をご持参のうえ、施設をご利用ください。

◆スーパーアプリで空き状況の照会や仮予約のできる施設

施設名 お問い合わせ先
予約システムで可能な手続 予約システ

ムによる仮
予約開始日

本予約申請窓口
空き状況の照会 仮予約

大 
宇 
陀

文化会館 83-0977 ○
△

かぎろひホール・
展示ホールは不可

３か月前 文化会館

中央公民館（大宇陀分館） 83-0551 ○ △
大ホールは不可 ２か月前

・中央公民館（大宇陀分館）
・総合体育館・室内温水プール
・生涯学習課（市役所内）

大宇陀運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

大宇陀体育館 82-3975 ○ ○ ２か月前

菟 
田 
野

菟田野分館 84-3521 ○
△

いきいきホール
は不可

２か月前 ・菟田野分館
・総合体育館・室内温水プール
・生涯学習課（市役所内）菟田野運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

榛  
原

榛原運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

・榛原総合センター（榛原分館）
・大和富士ホール
・総合体育館・室内温水プール
・生涯学習課（市役所内）

内牧運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前

榛原体育センター 82-3975 ○ ○ ２か月前

大和富士ホール 82-8135 ○ ○ ２か月前

榛原総合センター（榛原分館） 82-3377 ○ ○ ２か月前

伊那佐体育館 82-3975 ○ ○ ２か月前

総合運動場 82-6561 ○ ○ ２か月前

・総合体育館・室内温水プール
・生涯学習課（市役所内）総合体育館 82-6561 ○ ○ ２か月前

榛原グリーンテニスコート 82-2200 ○ ○ ２か月前

農村環境改善センター「農林会館」 82-3679 ○ ○ ２か月前 農林課（市役所内）

室  
生

室生運動場 82-3975 ○ ○ ２か月前
・室生振興センター ( 室生分館 )
・総合体育館・室内温水プール
・生涯学習課（市役所内）

室生農林トレーニングセンター 82-3975 ○ ○ ２か月前

室生振興センター ( 室生分館） 92-2496 ○ ○ ２か月前

室生屋内山村広場「やまなみドー
ム」 92-2001 ○ ○ ２か月前

室生地域事務所地域市民課
室生オートキャンプ場 92-2001 ○ ○ ３か月前

●いずれの施設も利用日の９日前からはスーパーアプリによる仮予約はできません。直接窓口にお申し込みください。
●仮予約を行った日を含めて７日以内に本予約をお願いします。
●システム保守などのため、臨時にサービスを停止する場合があります。
●施設の利用方法や休館日等については、掲載の電話番号にお問い合わせください。
●これまで「施設予約システム」で予約を受け付けていた菟田野農村環境改善センター「農林センター」、基幹集落センター「たかぎふる
さと館」、天満台公園、榛原フレンドパーク、榛原ふれあい広場に関してはスーパーアプリの稼働後、窓口での受付のみとなります。
● 12 月 29 日から１月 4 日までは、終日空き状況の照会のみとなり、仮予約をすることはできません。
　（農村環境改善センター「農林会館」、室生オートキャンプ場、室生屋内山村広場（やまなみドーム）は 1 月 3 日まで）
　※ 1 月 3 日および 4 日が閉庁日と被る場合は翌日開庁日から仮予約が可能です

◆ご注意ください
○：可　△：一部不可

1 利用者登録

2
インターネット
で空き状況の
照会・仮予約

3 窓口で
本予約申請

4 施設の利用

予約に関する問い合わせは、次
ページの各施設にお願いします。

奈良スーパーアプリ　施設予約ページ https://nsa.pref.nara.jp/fre/

市ホームページ（施設予約システム） https://www.city.uda.lg.jp/soshiki/1/2691.html

◆奈良スーパーアプリ施設予約　利用者登録先

▲�奈良スーパー
アプリ施設
予約ページ

ID 0002691

▲市ホームページ
（施設予約システム）
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第
55
回
全
日
本

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

�

大
会
出
場
！

　

市
内
の
女
子
中
学
生
が
中
心
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
V
.
C
.
B
R
A
V
E
」

が
８
月
17
日
（
日
）
～
20
日
（
水
）
に
長
崎

県
諫
早
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
55
回
全
日
本

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
に
出

場
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
県
か
ら
女
子
中
学
生

チ
ー
ム
の
全
国
大
会
出
場
は
15
年
ぶ
り
で

す
。

　

チ
ー
ム
に
は
、
菟
田
野
中
学
校
か
ら
小
島 

佑ゆ

な菜
さ
ん
、
田
川 

春は
る
ひ陽
さ
ん
、
岸
本 

愛あ
い
る瑠

さ
ん
、
中
尾 

結ゆ
い
な奈
さ
ん
、
佐
々
木 

海ま

り

い
李
依

さ
ん
、岡
本 

碧あ

む月
さ
ん
、那
須
野 

日ひ

な愛
さ
ん
、

榛
原
中
学
校
か
ら
小
西 

穂ほ

の

か
乃
香
さ
ん
、
大
宇

陀
中
学
校
か
ら
森
田 

涼す
ず
な和
さ
ん
が
所
属
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
結
果
は
、
予
選
グ
ル
ー
プ
敗
退
で
し
た
が
、

創
部
３
年
目
に
し
て
全
国
大
会
へ
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
２
年
連
続

の
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て
、
日
々
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
更
な
る
活
躍
を

応
援
し
て
い
ま
す
。

【
国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道

路
）
整
備
促
進
協
議
会
】

要
望
活
動
の
実
施

問
建
設
課

建
設
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
５
６
３
８
／

・
５
６
３
８
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
０
９
５
）

・
９
０
９
５
）

　

当
協
議
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

国
道
１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）
の
早
期
の

事
業
化
に
つ
い
て
、
８
月
25
日
（
月
）
に
清

水
奈
良
県
副
知
事
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
。

　
要
望
に
は
、
名
張
市
長
、
橿
原
市
副
市
長
、

桜
井
市
副
市
長
が
出
席
し
、
国
道
１
６
５
号

（
中
和
津
道
路
）
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

11
月
下
旬
に
は
、
三
重
県
副
知
事
へ
の
提

出
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
課
題
解
消
が
求
め
ら
れ
る
国
道

１
６
５
号
（
中
和
津
道
路
）
は
、
沿
線
地
域

の
経
済
活
性
化
、
観
光
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
、

医
療
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
持
続
可
能
な

発
展
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
、
早
期
事
業
化
に
向
け
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

第
58
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー
ス

陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会

3
位
入
賞
！

問
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
３
９
７
５
／

・
３
９
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
３
６
４
）

・
９
３
６
４
）

　

市
内
在
住
の
高た
か
た
に谷 

昭し
ょ
う
ご伍
選
手
（
宇
陀
高
校

2
年
生
）
が
、9
月
19
日
（
金
）
～
21
日
（
日
）

に
和
歌
山
県
紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
た
「
第
58
回
近
畿
高
等
学
校
ユ
ー

ス
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
」
に
出
場
し
、

や
り
投
げ
の
部
で
見
事
、
第
3
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
第
一
投
か
ら
力
強
い
投
げ

を
見
せ
、
56 

m 

31 

cm
を
記
録
。
試
合
を
優

位
に
進
め
、
安
定
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

堂
々
と
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

近
畿
か
ら
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
選
手
の

中
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
、
市
内
の
期
待

を
背
負
う
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
谷
選
手
は
「
次
の
目
標
は
大
台
で
あ
る

60 

m
を
投
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
来
年
の

県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し
、全
国
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
も
入
賞
を
果
た
し
た
い
」
と
力
強
い

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
宇
陀

高
校
で
の
練
習
に
励
み
、
更
な
る
飛
躍
を
遂

げ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

宇
陀
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

�

協
会
会
員
全
国
大
会
出
場
！

問
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
３
９
７
５
／

・
３
９
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
３
６
４
）

・
９
３
６
４
）

　

宇
陀
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
会

員
で
あ
る
、
百
ひ
ゃ
っ
け
ん軒 

史し
ろ
う良
さ
ん
、
藤
本 

泰や
す
よ
し次
さ

ん
、
東
ひ
が
し
た
に谷 

益ま
す
お男
さ
ん
が
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
報
告
を
行
う
た
め
、
９
月
30
日
（
火
）
に

表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
軒
さ
ん
は
、
10
月
18
日
（
土
）
～
21
日

（
火
）
に
岐
阜
県
で
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
岐
阜
2
0
2
5
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
交
流
大
会
」
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

　
藤
本
さ
ん
、東
谷
さ
ん
は
、10
月
30
日
（
木
）

～
31
日
（
金
）
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第

38
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
山
口

県
大
会
」
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

　

３
人
は
、
全
国
大
会
へ
の
意
気
込
み
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
全
国
大
会
で
の
健
闘
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
課

　　
（
☎
（
☎
8282
・
３
９
７
５
／

・
３
９
７
５
／
IPIP
☎☎
8888
・
９
３
６
４
）

・
９
３
６
４
）
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11
月
22
日
（
土
）
に
「
宇
陀
市

立
病
院
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

医
療
に
関
す
る
手
話
を
覚
え
ま

し
ょ
う
。

左手首を右手の親指と４
指の指先ではさみ【脈を
はかるしぐさ】

右手の親指を立て、胸前に
置く【人】

第 64 回指文字「シ」を左胸にあて
る

指先を前に向け、手のひら
を向き合わせた両手を交互
に上下し【世話】

病院

両手で四角い建物の輪郭を
描く

左手首を右手の親指と４指
の指先ではさみ

左手首を右手の親指と４指
の指先ではさみ

医師

看護師

第
54
回
シ
ニ
ア
県
展

「
写
真
の
部
」
入
賞

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
と
、
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
の
た

め
、
第
54
回
シ
ニ
ア
県
展
が
大
和
高
田
市
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、「
写
真
の
部
」
に
お
い
て
、
市
在
住
の
次
の
方

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
受
賞
者
】

　
【
佳
作
】
藤
本 

昌ま
さ
ひ
ろ宏
さ
ん

高
齢
者
叙
勲

　
受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課

　　
（
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５
／
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）

窪
く ぼ た

田　吉
よしぞう

造さん
（元小学校長）

瑞宝双光章

中
な か い

井　喜
き よ ふ み

代文さん
（元室生村議会議員）

旭日双光章

　

窪
田
さ
ん
（
大
宇
陀
田
原
）
は
、
会
社
を
退
職
後
通
信
教
育

で
資
格
を
取
得
し
、
そ
の
後
34
年
と
長
き
に
わ
た
っ
て
教
員
と

し
て
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
教
員
生
活
の
最
後
に
は
校
長
と
し
て

勤
め
ら
れ
、
よ
り
広
い
視
野
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
員
退
職
後
、
田
原
区
長
、
民
生
委
員
と
し
て
務
め

ら
れ
る
ほ
か
、
地
域
の
教
育
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
井
さ
ん
（
室
生
小
原
）
は
、
昭
和
51
年
2
月
の
室
生
村
議

会
議
員
の
当
選
か
ら
12
年
間
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て
議
会
議

員
と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
在
職
中
は
、
副
議
長
や
各
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
要
職
に
就

き
冷
静
な
判
断
力
と
的
確
な
決
断
力
を
持
っ
て
議
会
と
室
生
村

行
政
の
大
き
な
牽
引
力
と
な
り
ま
し
た
。「
皆
様
の
お
か
げ
で

こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
け
ま
し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

第
20
回
宇
陀
市

社
会
福
祉
大
会
開
催

問
介
護
福
祉
課

介
護
福
祉
課
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文
化
会
館
に
お
い
て
、「
社
会
福
祉
大
会
」
を
開
催
し
、
約

3
5
0
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ

て
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
式
を
行

い
、
ま
た
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
の
紹
介
の
後
、
参
加
さ

れ
た
方
々
は
「
大
衆
演
劇
や
ま
と
座
・
劇
団
鳳
凰
座
」
の
舞
踊

シ
ョ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
社
会
福
祉
施
設
等
従
事
者

薄す
す
き木 

は
る
み（
榛
原
）、池
田 

恵
子（
大
宇
陀
）、岸
本 

准
子（
大

宇
陀
）
牧
野 

美
代
子
（
榛
原
）、
張
ち
ゃ
ん 

百
合
子
（
榛
原
）、
出
口 

文ふ
み
よ代（
菟
田
野
）、森
脇 

美
恵
子（
菟
田
野
）、吉
田 

玲
子（
榛
原
）

■
自
立
更
生
者

寺て
ら
ざ
わ澤 

純
子
（
菟
田
野
）

■
社
会
福
祉
関
係
者
お
よ
び

関
係
団
体
等

上う
え
と戸 

壽ひ
さ
こ子
（
大
宇
陀
）、
巽
た
つ
み 

敦
子
（
大
宇
陀
）、
吉
岡 

清

（
榛
原
）、窪
田 

康こ
う
い
ち一（
室
生
）

藤
村 

孝た
か
よ代
（
菟
田
野
）、
吉

川 

佳
世
子
（
榛
原
）、
西
浦 

靖や
す
あ
き明
（
榛
原
）、
松
岡 

公き
み
て
る輝

（
榛
原
）、
三み
や
け毛 

槙ま
き
え栄
（
菟

田
野
）

問
秘
書
広
報
情
報
課

秘
書
広
報
情
報
課
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奈
良
ク
ラ
ブ
と

�

包
括
連
携
協
定
を
締
結

問
政
策
推
進
課

政
策
推
進
課
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市
は
、
サ
ッ
カ
ー
J
３
リ
ー
グ
に
所
属
す

る
株
式
会
社
奈
良
ク
ラ
ブ
と
９
月
27
日（
土
）、

包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
宇
陀
市
と
奈
良
ク
ラ
ブ
が

相
互
に
連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
教
育
、

観
光
、
広
報
な
ど
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て

活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
連
携

を
積
極
的
に
推
進
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇
陀
市
」

の
実
現
に
向
け
て
、
官
民
が
連
携
し
な
が
ら

【
連
携
事
項
】

①　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

②　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

③　

�

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
こ
と

④　

�

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る

こ
と

⑤　

�

観
光
、
産
業
分
野
等
に
お
け
る
地
域

貢
献
活
動
、
地
域
の
活
性
化
に
関
す

る
こ
と

⑥　

�

市
民
に
対
す
る
チ
ー
ム
の
PR
に
関
す

る
こ
と

⑦　

�

そ
の
他
、
前
条
の
目
的
を
実
現
す
る

た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
生
き
が
い

を
感
じ
な
が
ら
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、市
が
目
指
す
「
活
力
あ
る
ま
ち
」「
生

涯
輝
く
ま
ち
」「
地
域
力
を
発
揮
す
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
教
育
や
観
光
、
広
報
の
分

野
に
お
い
て
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
に
ぎ

わ
い
の
創
出
や
地
域
活
性
化
の
推
進
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

特
　
　
集

市
政
ニ
ュ
ー
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子
育
て
・
病
院

健
幸
プ
ラ
ザ

お
知
ら
せ

掲
示
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・
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だ
チ
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